
平成２８年度 学校訪問総括 
 
１、８つの観点の評価について（第１回目から第３回目までの推移）  

別紙資料１ 
  ８つの観点の評価について 

第１回学校訪問においてすべてＡ評価以上の学校数 ２６/８０校 
第３回学校訪問においてすべてＡ評価以上の学校数 ６７/７２校（１２／１８現在） 

・ほとんどの学校で、すべての項目がＡ評価以上に向上しているが、課題校（Ｂ評価のあ

る学校）が５校ある 
 
２、学校マネジメントについて 
 ① 学校評価の４点セットの進行管理、短期の検証・改善について 
   ○豊田小 

取組指標が実際に取り組むことにより重点目標に近づくイメージができている 
                            別紙資料２     

   ○香々地小 
    取組指標に基づいてセルフチェックし、全職員へ還元している 
                         別紙資料３－１、３－２、３－３ 
   ○上津小 
    ４点セットを各プランと連動させるとともに、重点目標に基づいて全職員の自己

評価をし、分掌への作業課題を明示している 
                            別紙資料４－１、４－２ 
 
 ② 教務主任のミッションについて 
   ○三光中、香々地小 
    第２回地域授業改善協議会から 
                            別紙資料５－１、５－２ 
 
３、授業改善について 
 ① 学校評価の４点セットと授業改善の５点セットの連動について 
   ○真玉小 
    ４点セットの重点的取組を５点セットにおいて具現化し検証改善の方向性を明確

にしている 
                            別紙資料６－１、６－２ 
 ② 定期的な授業改善会議 
   ○八幡小 
    月に１回授業改善会議を開催し、ホワイトボード等を活用した意見交流の時間を

位置づけた授業を展開する 
                     別紙資料７－１、７－２、７－３、７－４ 
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Ｆ



③ 授業評価 
   ○東中津中 
    生徒による授業評価が、授業改善に反映されている 
                     別紙資料８－１、８－２、８－３、８－４ 
④ 中学校ブロック毎の近隣合同教科部会 
   ○西部中－北部中、長洲中－駅川中－宇佐中、安心院中－院内中 
    ブロックごとに５教科の共通の定期テスト、全教科の合同教科部会を開催 
 
４、総括 
  取組が進んでいる学校は・・・ 
○校長の描くビジョンがシンプルかつ明快であり全職員に周知されている 

 ○教務主任等のミドルリーダーが分掌の核となって、細かい進行管理ができている 
○取組指標の達成状況は、ミドルリーダーが毎週、集約・助言し還元するなど、積極的

に検証・改善がされている 
○分掌チームの作業課題を明確化することにより、取組指標の検証・改善が詳細かつス

ムーズに行われ、短期 PDCA サイクルが効果的に実現されている 
 

５、３学期の取組 
・ 県教委がすべての学校においてＡ以上評価にすることを掲げていることを受けて、

課題校（８つの観点でＢ評価のある学校）に対して特に取組が遅れている観点につ

いては市教委と調整の上追加訪問をする 
 
６、来年度に向けての方向性 
学校訪問について 
訪問回数 ２回 
時期   １学期、２学期 
訪問時間 １校７０分 （学校より説明１０分、授業参観２０分、協議４０分） 
     ただし１２学級以上の学校については８０分 
           （学校より説明１０分、授業参観３０分、協議４０分） 
備考   ・２回目の訪問後更に改善が必要な学校については３学期に追加訪問予定 
     ・授業に支障のない範囲で教務主任とミドルリーダーは同席のこと 
 

 
※ 具体的な実施方法等については新年度当初、市教委と協議の上決定する 

 

Ｇ



小学校

学校数 観点 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

S 12 10 13 10 3 8 8 （％）

A 10 12 9 12 19 14 14 22 A以上 100.0

B 0 0 0 0 0 0 0 0 Ｂ 0.0

S 6 3 7 4 1 5 7

A 5 8 4 7 10 6 4 11 A以上 100.0

B 0 0 0 0 0 0 0 0 Ｂ 0.0

S 5 3 5 6 4 3 6

A 10 12 10 9 11 12 9 15 A以上 100.0

B 0 0 0 0 0 0 0 0 Ｂ 0.0

S 80 45 107 47 22 69 60

A 134 164 109 159 185 144 156 215

B 2 7 0 10 9 3 0 1

単位：％

S 37.0 20.8 49.5 21.8 10.2 31.9 27.8

A 62.0 75.9 50.5 73.6 85.6 66.7 72.2 99.5 A以上 98.1

B 0.9 3.2 0.0 4.6 4.2 1.4 0.0 0.5 Ｂ 1.9

中学校

学校数 観点 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

S 1 1 0 2 0 3 0 （％）

A 7 7 8 7 8 5 8 10 A以上 83.8

B 2 2 2 1 2 2 2 0 Ｂ 16.3

S 1 0 0 0 1 1 3

A 3 4 4 4 3 3 2 6 A以上 72.9

B 2 2 2 2 2 2 1 0 Ｂ 27.1

S 0 0 0 0 0 0 0

A 4 4 4 4 3 4 4 4 A以上 96.9

B 0 0 0 0 1 0 0 0 Ｂ 3.1

S 25 9 29 12 7 25 25

A 74 83 70 77 82 71 76 103

B 5 12 5 15 15 8 3 1

単位：％

S 24.0 8.7 27.9 11.5 6.7 24.0 24.0

A 71.2 79.8 67.3 74.0 78.8 68.3 73.1 99.0 A以上 92.3

B 4.8 11.5 4.8 14.4 14.4 7.7 2.9 1.0 Ｂ 7.7

全県

全県

中津市

中津市

豊後高田市

宇佐市

全県 104/126

豊後高田市 6

宇佐市 4/

全県 104/126

「８つの観点」の評価状況

10

216/266

216/266

15/24
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到達イメージ

担当 （期待される児童の姿）

体
育
部

今年度の達成指標

①
基
礎
・
活
用
力
を
定
着
さ
せ
る

○ソーシャルスキル年間計画に基づき、毎月発達段階に応
じて全校でスキルトレーニングを実施する

②
よ
く
考
え

、

友
だ
ち
を
思
い
や

る
心
を
育
て
る

人
権
・

生
活
指
導
部

□学校が楽しいと思う児童を95％以
上にする
（昨年度93.2％）
□「やさしい言葉遣いをしている」
～アンケート90％以上
（昨年度88.4％）

□交通事故をゼロにする

□「体育の授業が楽しい」
～アンケート85％以上

③
安
全
に
気
を
つ

け

、
運
動
を
楽
し

む
子
を
育
て
る

○月に１回、「人権学習年間計画」を題材に各学級で人権
授業を行う

○学期に1回、保護者・児童アンケートでヘルメットの定
着状況を確認する
○地域の交通安全協会と連携し、安全教室を開く

○すべての学年で、発達段階に応じた種目を考え、毎時間
の体育の初めにサーキットトレーニングを行う

ソーシャルスキルトレーニングを通し
て、望ましい行動様式を身につけさせる

西元

すべての学級で「人権学習年間計画」を
活用した道徳・人権の授業を行う

角

サーキットトレーニングを体育授業の冒
頭に取り入れる

西元

髙山
各学年とも活動量の多い体育の授業が展開
され、児童が楽しんでからだを動かしてい
る

友だちと上手に関係づくりができるととも
に、望ましい立ち居振る舞いができる

荒い言動ではなく、相手の立場を思いやっ
たやさしい言動ができる

交通安全に気を付け、交通事故ゼロを更新
している

交通事故ゼロの目標を共有し、学校、家
庭、地域で目標協働達成を図る

○単元を通して「事前課題提示」の授業を設定する
○ユニバーサルデザイン授業、特に構造的な板書や教師の
発言過多に気をつける

事前に課題提示をした後、各自が課題に対
して自ら図書室で調べたり、聞き取りをし
たりして考えを持ち、授業では根拠を添え
てグループや全体で意見を交流することが
できる

教
務
・
研
修
部

　　　　〔授業改善：授業展開部〕

根拠（データ、事実）をもとに話し合う
時間を確保する

○前学年にさかのぼった内容も含めた「複合問題プリン
ト」を宿題にする
○PTA研修部と連携し、家庭学習カードの取組を行う

習得した基礎を生かして、活用問題にじっ
くり取り組むことができる

学習に必要な道具を忘れず、高学年60分、
中学年45分、低学年30分の家庭学習が習慣
化する

工藤

山口

　　　　　〔連携：生活規律部〕

学習規律を徹底するとともに、PTA研修部
と連携し目標協働達成を図る。

○全教職員が分担して毎日の豊田タイムに取り組み、基礎
力及び活用力育成をめざす。

　　　　〔学び直し：確かな学力部〕

豊田タイム（学び直しタイム）により、
活用力の育成をめざす

□12月に実施する中津市学力定着状
況調査で、すべての学年で基礎及び
活用の目標値を上回る

（昨年度）
・基礎～全学年でクリア
・活用～４年以外、すべてクリア

尾﨑

平成　28年度　中津市立豊田小学校　学校経営方針

（達成に向けて本年度取り組むこと）

取組指標

（重点目標が達成された指標） （到達イメージに向けて教職員で努力する内容・回数等）

重点的取組
重点目標

めざす児童像
めざす教職員像めざす学校像

○基礎・活用力を定着させる ○よく考え、友だちを思いやる心を育てる ○安全に気をつけ、運動を楽しむ子を育てる

日本国憲法
教育基本法等関係法規
大分県教育行政基本方針

中津教育事務所指導指針

中津市教育行政基本方針

○組織的・機動的に動く教
職員
○目標に向かってチーム
で取り組む教職員
○子どもとともに学び、活
動する教職員

○地域・保護者から信頼さ
れる学校

○知・徳・体をバランスよく

育てる学校
○落ち着いて学習する学校

○基礎学力を身につけ、友だちと学び合う子 ○思いやりがあり優しい子 ○安全意識を持ち、運動を楽しむ子

児童の願いや実態
保護者・地域の願い
教職員の願い

確かな学力を身につけ、心豊かで、たくましい子どもの育成

【本校の教育目標】

重点目標
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毎日セルフチェックし、データ化  毎週金曜日に情報交換
  月末に全体集計

93.5 95.5
91.7 95.2
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担当

◎
小
野
・
藤
原
・
大
宮
司

○単元末評価テストの「個別
の目標値」クリアした児童
１００％
（評価テストの正答率による
目標値クリア）

○児童朝会の「先生方の話」を聞いて，よりよいあいさ

つを実践しようとする姿。
　
○自分からすすんで，気持ちのよいあいさつをする姿。

●児童朝会で「あいさつ」についての講話を全職員が
毎回一人ずつ行う。

●児童会提案の取組に対して，各学級で毎日声か

けをする。

（
１

）
主
体
的
に
学
ぶ
力
の
育
成

○進んで家庭学習に取り組
む児童１００％
（「チェックシート」８P以上）

①「家庭学習の手引き」の作成（５月）

②「自学ノート」の指導（１学期）
　　　　　　　　　・ノートのモデル提示
　　　　　　　　　・きめ細かな個別の指導と評価
③「家庭学習チェックシート」による自己評価
（１学期末）

○家庭学習に，自分から進んで取り組む姿。

○自主学習を工夫する姿。

○まちがったところを自主学習で復習する姿。

●「家庭学習のてびき」を５月中に作成し，全家庭
に配布する。（原案作成は校長）

●５月中に「自学ノート」の使い方を，モデルを示し，
まず模倣から指導する。（各担任）

●宿題プラス自学ノートを毎日全員に提出させる。
（各担任）

④単元末テストの「個別の目標値」を設定し評

価する。
⑤わかる授業のため，授業のUD化を図る。
・見えないものを「見える化」する。
【視覚化（ビジュアル）】
・「１時間の流れ」を提示，または学習過程をパ
ターン化する。

○設定した「目標の得点」に向けて意欲を持って努力
する姿。

○この時間は，何を解決するか（課題）が言える姿。

○自分の考えをもち，発表したり，ノートなどに書いたり
する姿。

○わからない，できない友だちに自分から関わり，教
えてあげようとする姿。

○わからないとき，できないときに，遠慮せず自分から
教えてもらおうとする姿。

○その時間に，わかったことや思ったことを自分の力で
まとめたり，発表したりする姿。

○一人ひとりがありのままの姿を見せることができ，そ
れをお互いに受け入れ，互いに励まし合うことができる
姿。

●全ての教科の単元末テストにおいて「個別の目

標値」を設定する。（各教科担任→校長）

●導入段階に，視覚化された教材を必ず１つ以上
提示する。（セルフチェック）

●毎時間，「１時間の流れ」を提示する。（セルフ

チェック）

○自分が大切にされている
と感じている児童
１００％
（学校環境適応感尺度
「ASSESS」による評価で「要
支援領域」の子０人）

⑥各教科や道徳など（含SST）のあらゆる授業
において，「生徒指導の三機能」を活かした授

業づくりをする

・自分の考えを持たせる。【自己決定】

・「ペア」や「グループ」で互いの考えを伝え合う

場をつくる。【自己存在感】

・授業や活動の最後に自分や友だちの良さに着
目させ，「ふりかえり」をさせる。
【共感的人間関係】

●毎時間，課題に対して，自分の考えを持たせる時
間を保障する。（セルフチェック）

●「学習形態の工夫」や「思考ツール」を取り入れた
授業を毎日１時間以上実施する。（セルフチェック）

●全ての授業や活動の最後に自分や友だちの良さ
に着目させ，「ふりかえり」をさせる。（セルフチェック）

（
２

）
認
め
合
う
力
の
育
成

平成２８年度　学校評価の４点セットと各プランの連動イメージ
中津市立上津小学校

　
　

　　　「一校一実践」：運動好きな「ファイトマン」
　　重点目標　：　年間を通した縄跳びとサーキットトレーニングを中核とした体力向上　　　達成指標　：　体力テストすべての項目でバランスよく体力向上する児童の増加
　　　重点的取組　：　縄跳びチャレンジやパワーアップサーキットへの意欲と技能の向上　　　　取組指標　：　①ジャンピングボードの常設（環境整備／夏休み）活用（１００％）
　　　　　②なわとび検定表の活用（１００％）　　 ③体育の授業における準備運動において，全校統一のサーキットトレーニングとなわとび活用（授業での実施率１００％）

自ら学ぶ喜びを知り、豊かな心とたくましく生きる力をもつ「上津っ子」の育成

（１）　主体的に学ぶ力の育成    　　　　　　　　　　　　　 （２）　認め合う力の育成

重点的取組

◎
菅
田
・
矢
野
・
奥

○自分から進んであいさつ
をする児童１００％
（「子どもの自己評価アン
ケート」「学校評価」アンケー
トによる肯定的評価の割合）

⑦児童朝会で，「あいさつ」の大切さについて，
具体的な場面を演示しながら，考えさせる。

⑧児童会活動の中で，目標に掲げて，「あいさ

つ運動（仮案）」に取り組ませる。

学校教育教育目標

重点目標

重点目標
達成指標

（評価のものさし）
重点的取組（何をするか） 到達イメージ（子どもの姿） 取組指標（何をどれくらい）

目標協働達成プラン

授業改善５点セット

学力向上プラン

不登校（未然）

対策プラン

目標協働達成プラン

体力向上プラン

自
ら
学
ぶ
喜
び
を
知
り
，
豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る

力
を
持
つ
「
上
津
っ
子
」
の
育
成
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評定 平均評点 達成率 児童数

Ａ ３．６以上 ９０％～１００％ ２４人～２６人
Ｂ ２．８～３．６未満 ７０％～８９％ １９人～２３人
Ｃ ２．４～２．８未満 ６０％～６９％ １６人～１８人
Ｄ ２．４未満 ６０％未満 １５人未満

総合
評定

達成指標
評    定

取組
評定

担当

B
(3.3)

A
(3.8)

B
(3.5)

B
(3.2)

B
(3.3)

B
(3.3)

A
(3.7)

B
(3.0)

C
(2.7)

C
(2.8)

A
(3.6)

（
２

）
認
め
合
う
力
の
育
成

達成指標

成果・課題及び検証結果

○「学び合い」の場面で、視覚化された
教材を必ず１つ以上提示（セルフチェッ
ク）

○全ての授業で、「１時間の流れ」の提
示（セルフチェック）

○毎日１時間以上、「学習形態の工夫」
や「思考ツール」を取り入れた「友だち学
び」「みんな学び」の場を設定（セルフ
チェック）

○毎時間、課題・めあてに対して「自分
学び」の時間を保障（セルフチェック）

3学期の取組指標

⑥「あいさつ」の大切さについての
講話やＳＳＴの実施

⑦児童会活動の「あいさつ運動
（仮案）」実施（２学期）

●宿題プラス自学ノートの毎日チェッ
ク（各担任）

●全ての授業で，「１時間の流れ」
の提示（セルフチェック）

B

○単元末評価テス
トの「標準得点」ク
リアした児童１０
０％
（要支援児童は「個別の

目標得点」設定）

③単元末テストによる評価・分析・
補充指導。

④わかる授業のための「授業の
UD化」

学ぶ力
部会

◎小野・藤
原・大宮司

学校教育目標　：　自ら学ぶ喜びを知り、豊かな心とたくましく生きる力をもつ「上津っ子」の育成

【2学期スタートの取組】

□1学期より平均評定が上がった。（2.0→3.5）

○「自学ノート」のモデルを模倣させる場
の設定（各担任）

○「自学ノート」の展覧会の実施（毎週、
全校一斉）

○宿題プラス自学ノートの毎日チェック
（各担任）

（
１

）
主
体
的
に
学
ぶ
力
の
育
成

○全ての教科の単元末テストで「標準得
点」を目標値として設定・評価・補充指導
（各担任）

●毎時間，課題・めあてに対して，
「自分学び」の時間を保障（セルフ
チェック）

●毎日１時間以上，「学習形態の工
夫」や「思考ツール」を取り入れた
「友だち学び」「みんな学び」の場を
設定（セルフチェック）

●全ての教科の単元末テストで「標
準得点」を目標値として設定・評価・
補充指導（各担任）

●「学び合い」の場面で，視覚化さ
れた教材を必ず１つ以上提示（セル
フチェック）

□1学期より平均評定が上がった。（1.8→3.2）

【2学期スタートの取組】

□1学期より平均評定が上がった。（3.3→3.7）

□1学期より平均評定が上がった。（2.0→3.0）

●「自学ノート」のモデルを模倣させ
る場の設定（各担任）

●「自学ノート」展覧会（月に１回，
全校一斉）と他担任によるノート指
導（毎月交代）

①「自学ノート」の指導の強化

②「家庭学習チェックシート」によ
る自己評価（毎月末）

○進んで家庭学習
に取り組む児童１
００％
（「チェックシート」８P以
上）

B

B

○自分が大切にさ
れていると感じて
いる児童
１００％
（学校環境適応感尺度
「ASSESS」による評価で

友人サポート「要支援領

域」の子０人）

⑤「生徒指導の三機能」を活かし
た授業づくり

【自己決定】
・「自分学び」の場の設定
【自己存在感】
・「友だち学び」「みんな学び」　の場
の設定
【共感的人間関係】
・「ふりかえり」の場の設定

●全ての授業・活動の最後に自分
や友だちの良さに着目させた「ふり
かえり」の場の設定（セルフチェック）

○児童朝会で、全職員が毎回一人ずつ
「あいさつ」講話やSSTを実施

□1学期より平均評定が上がった。（1.2→2.8）

□1学期より平均評定が上がった。（2.3→2.7）

B

○全ての授業・活動の最後に自分や友
だちの良さに着目させた「ふりかえり」の
場の設定（セルフチェック）

※多くの取組において評定が上がっています。先生方のご努力のお陰です。3学期は短期間なので，これまでの取組を充実させると共に，取組の大きな修正点は各分掌一つに絞り込み，「1点突破」を「一枚岩」でいきましょう。

平成２８年度　　学校経営の重点目標に基づく自己評価　（2学期末）　分掌チームへの作業課題　　　　中津市立上津小学校

○は成果，□は調査結果，▲は課題と考察

認め合う
力部会

◎菅田・矢
野・奥□1学期より平均評定が上がった。（3.0→3.6）

○「あいさつ」に関する取組に対して、各
学級で毎日声かけを実施（各担任）

●児童朝会で，全職員が毎回一人
ずつ「あいさつ」講話やＳＳＴを実施

●「あいさつ」に関する取組に対し
て，各学級で毎日声かけを実施（各
担任）

重点
目標

達成指標
（評価のものさし）

重点的取組（何をするか） 取組指標（何をどれくらい）

B

B

○自分から進んで
あいさつをする児
童１００％
（「子どもの自己評価ア

ンケート」「学校評価」ア
ンケートによる肯定的評

価の割合）

○８ｐ以上の児童は，26人中6人。   D 平均値は，6.0 だった。

○保護者アンケートは，肯定的回答が８５％（1学期は７７％）  Ｂ

※全児童を８ｐ以上にするには，新たな取組が必要と思われる。

※ 3学期は「達成指標」を（「チェックシート」平均８ｐ以上）にしてはどうか？

○保護者アンケートで「分かりやすい授業」に

肯定的回答１００％になった。

※継続は，そのままで。
※変更，追加は付箋に書いて

添付して下さい。

１

３

２

別紙資料４－２
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教務主任としての関わり
①研究主任との連携

・研究主任と常に情報交換を行い、今後の研究の方向やアンケート集
計の呼びかけなどを共通理解していく。
・互見授業や公開授業の指導案づくりの際、研究主任と共に指導案に5
分間思考の場を適切に設定しているか等を点検し、指導する。

・研究主任の提案による互見授業の事後研にできるだけ参加し、各授
業者の授業改善の状況を把握すると共に研究主任は話し合われた内
容を模造紙にまとめ、職員室など各職員が見える所に掲示することで
事後研に参加できなかった職員にも研究の方向性を理解させる。

②結果提示と各分掌への呼びかけ

・授業改善アンケートと生徒の自己診断シートの集計結果を全教職員
に提示し、成果と課題を各分掌ごとにチェックしてもらい、進捗状況を月
ごとに記入してもらう。

・分掌会の時間の確保が難しいため、分掌の責任者に対して各部員に
空き時間などを利用して確認作業を行ってもらう。

・集計結果をもとに改善のための分掌提案を運営委員会に提出しても
らう。

別紙資料５－１中津市立三光中学校Ｄ



～教務主任として～

１．校長から求められていることを把握する

２．課題を細分化し、教職員に分かるように伝え

る（早めの提案、可視化・データ化）

３．日頃から教職員とコミュニケーションをとり、

分掌リーダーとは、特に連携を密にする

４．運営委員会の企画・準備をし、分掌会議に入

る 等

率先垂範・凡事徹底・切磋琢磨

別紙資料５－２豊後高田市立香々地小学校Ｂ
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別紙資料６－２

豊後高田市立真玉小学校 

豊後高田市立真玉小学校 
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根拠を明らかにして表現できる子どもの育成

平成28年度中津教育事務所管内
第3回授業改善協議会

【達成指標】
課題に対して自分の考えの根拠を明らかにして、ノートに書き分かりや
すく発表できる。全児童が１日に１回は授業中に発言をする。

＜重点的取組＞
○ホワイトボードを活用した意見交流の時間を位置づけた授業を展開
する。

＊取組指標
○月に１回、全職員による参加体験型の授業改善会議を実施する。（Ｋ
Ｊ法を取り入れた研修）

宇佐市立八幡小学校

別紙資料７－１
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ホワイトボードの活用

平成28年度中津教育事務所管内
第3回授業改善協議会 宇佐市立八幡小学校

別紙資料７－２

Ｆ



平成28年度中津教育事務所管内
第3回授業改善協議会

宇佐市立八幡小学校

別紙資料７－３
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平成28年度中津教育事務所管内
第3回授業改善協議会 宇佐市立八幡小学校

セルフチェック
と相互チェック
の機能

別紙資料７－４
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４期終了時の生徒アンケート１

％ 国語 社会 数学 理科 英語 音楽 体育

1年 63.5 42.4 72.9 60.0 57.7 32.9 42.4

2年 65.4 33.3 80.8 74.4 52.6 20.5 37.2

3年 54.9 35.2 80.3 63.4 49.3 43.7 62.0

（１）先生から示された課題や、学級やグループの中で自分たちでたてた課題に
対して取り組んでいると感じる授業

（２）生徒同士で話し合いをよく持っていると感じる授業

％ 国語 社会 数学 理科 英語 音楽 体育

1年 64.7 23.5 72.9 41.2 42.4 17.7 20.0

2年 50.0 16.7 74.4 61.5 57.7 11.5 24.4

3年 29.6 21.2 84.5 45.1 56.3 21.1 26.8

別紙資料８－１
中津市立
東中津中学校Ｇ



４期終了時の生徒アンケート２

（３）自分の考えを発表する機会が与えられていると感じる授業

（４）課題解決に向けて、情報を収集し、話し合いながら整理し、発表する等の学習
活動が行われたと感じる授業

％ 国語 社会 数学 理科 英語 音楽 体育

1年 60.0 40.0 77.７ 60.0 63.5 10.6 17.7

2年 55.1 29.5 65.5 64.1 43.6 11.5 25.6

3年 23.9 33.8 83.1 23.9 64.8 5.6 11.3

％ 国語 社会 数学 理科 英語 音楽 体育

1年 83.5 21.2 64.7 56.5 34.1 10.6 14.1

2年 61.5 19.2 59.0 56.4 35.9 11.5 12.8

3年 39.4 29.6 66.2 39.4 35.2 4.2 8.5

別紙資料８－２
中津市立
東中津中学校Ｇ



４期終了時の生徒アンケート３

（９）話し合い学習（交流学習）は、自分の考えを広げたり、深めることにつながる。

（１０）自己評価や振り返りをすることで、その学習の内容の理解が深められたと感じる

％ 十分該当 概ね該当 あまり該当せず 該当しない

1年 37.65 44.71 15.29 2.35 

2年 35.90 44.87 16.67 2.56 

3年 39.44 43.66 14.08 2.82 

％ 十分該当 概ね該当 あまり該当せず 該当しない

1年 28.24 62.35 5.88 3.53 

2年 23.08 51.28 17.95 7.69 

3年 21.13 50.70 22.54 5.63 

８２．３６

８０．７７

８３．１０

９０．５９

７４．３６

７１．８３

別紙資料８－３
中津市立
東中津中学校Ｇ



生徒の学力状況
取組指標（３０％以下を８％以内）と授業改善（生徒アンケート）

１年生 国語 社会 数学 理科 英語

１学期 中間 10.6 5.9 1.2 3.6 3.6

１学期 期末 5.9 10.6 5.9 4.7 9.6

２学期 中間 4.7 21.2 2.4 16.5 16.5

授業改善（生徒） ◎ ● ◎

２年生 国語 社会 数学 理科 英語

１学期 中間 2.5 1.2 12.3 7.4 21.0 

１学期 期末 22.2 9.9 6.2 14.8 16.0 

２学期 中間 11.0 12.2 8.5 6.1 25.4

授業改善（生徒） ○ ● ◎ ◎ ●

３年生 国語 社会 数学 理科 英語

１学期 中間 27.4 21.9 11.0 15.1 17.8 

１学期 期末 5.5 2.7 9.6 12.3 20.5 

２学期 中間 13.5 16.2 9.5 9.5 27.0 

授業改善（生徒） ● ◎ ○

１年生 国語 社会 数学 理科 英語

１学期 中間 10.6 5.9 1.2 3.6 3.6

１学期 期末 5.9 10.6 5.9 4.7 9.6

２学期 中間 4.7 21.2 2.4 16.5 16.5

授業改善（生徒） ◎ ● ◎

別紙資料８－４中津市立東中津中学校Ｇ


